
水明書道会は「毛筆で

心を込めた書を」をモ

ットーに毎月第２・４

火曜日の午前10時から

12時まで活動していま

す。書道に興味のある

方のお越しをお待ちし

ております。

さ
せ
よ
う
と
、
町
内
公
民
館
長
の

林
さ
ん
よ
り
総
会
の
折
に
提
案
が

な
さ
れ
、
急
遽
お
花
見
を
企
画
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
桜

の
開
花
の
時
期
で
も
あ
り
、
波
田

の
安
養
寺
の
し
だ
れ
桜
が
候
補
に

あ
が
り
、
早
速
募
集
を
か
け
た
。

　

急
な
こ
と
で
参
加
者
が
集
ま
る

か
心
配
さ
れ
た
が
、
林
さ
ん
の
声

掛
け
で
11
名
が
参
加
し
、
４
月
19

日
㈯
に
車
三
台
に
分
乗
し
て
出
か

け
た
。

　

ま
ず
は
唐
沢
の
根
橋
屋
で
食
べ

き
れ
な
い
ほ
ど
の
料
理
と
蕎
麦
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
近
況
に
話
の
花
を
咲
か
せ
た
。

　

満
腹
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
上

波
田
の
古
刹
盛
泉
寺
に
参
詣
し

た
。
寒
い
風
が
吹
く
中
、
山
門
に

て
全
員
で
記
念
撮
影
を
し
、
境
内

の
し
だ
れ
桜
や
三
本
杉
、
水
芭
蕉

を
楽
し
み
、
観
音
堂
に
参
拝
し

た
。

　

ち
ょ
う
ど
近
く
の
阿
弥
陀
堂
で

「
仁
王
尊
股
く
ぐ
り
祭
」
が
開
催

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
立

ち
寄
っ
た
。
子
供
の
股
く
ぐ
り

を
見
て
、
力
餅
な
ど
を
所
望

し
、
境
内
の
桜
を
見
な
が
ら
散

策
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
本
命
の
安
養
寺

に
向
か
っ
た
。
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も

樹
齢
五
百
年
と
い
わ
れ
る
し
だ

れ
桜
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。
し
ば

し
、
素
晴
ら
し
い
満
開
の
桜
を

が
目
に
映
え
る
。
阿
智
村
・
平
谷

村
の
観
光
政
策
に
感
動
し
た
。

　

11
時
30
分
、
平
谷
温
泉
「
ひ
ま

わ
り
の
湯
」
に
到
着
。
早
速
お
風

呂
に
入
る
や
驚
い
た
。
身
体
の
芯

ま
で
温
ま
る
だ
け
で
な
く
、
肌
が

滑
り
つ
る
つ
る
に
！
「
美
人
の
湯

」
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
玉
子

肌
を
実
感
す
る
。

　

さ
あ
、
飲
も
う
、
食
べ
よ
う
、

話
そ
う
、
歌
お
う

─

。
楽
し
か
っ

た
。
時
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
た
。

　

14
時
30
分
、
宿
を
出
発
。
予
定

を
変
更
し
て
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
を
見

に
、
花
桃
や
枝
垂
桜
を
眺
め
つ
つ

清
内
路
峠
を
越
え
、
南
木
曽
町
の

天
白
公
園
へ
と
向
か
っ
た
。

　

天
白
公
園
に
は
、
約
４
０
０
株

の
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
鮮
や
か
な
ピ

ン
ク
色
に
咲
い
て
い
た
。
こ
ん
な

群
生
は
初
め
て
で
息
を
呑
む
。
ツ

　

４
月
24
日
、
晴
天
、
町
会
の
「
日

帰
り
旅
行
」
は
、
花
桃
を
観
賞
し

な
が
ら
の
平
谷
温
泉
行
（
こ
う
）

で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
で
の
「
花

桃
ま
つ
り
」
に
は
、
以
前
か
ら
関

心
が
あ
り
、
よ
い
機
会
で
あ
っ
た

の
で
心
が
弾
ん
だ
。

　

朝
９
時
、
有
志
14
名
を
乗
せ
送

迎
バ
ス
が
出
発
。
長
野
自
動
車

道
、
中
央
自
動
車
道
を
南
へ
。
駒

ヶ
岳
Ｓ
Ａ
で
一
服
。
飯
田
山
本
Ｉ

Ｃ
か
ら
三
州
街
道
を
走
る
。
途

中
、
観
光
客
で
賑
わ
う
昼
神
温
泉

郷
の
「
阿
智
の
里
ひ
る
が
み
」
で

満
開
の
見
事
な
紅
白
の
花
桃
に
堪

能
、
心
が
浮
き
立
つ
。
阿
智
川
を

渡
り
街
道
の
花
桃
の
ト
ン
ネ
ル
、

目
の
前
に
広
が
る
花
桃

の
美
し
さ
に
ま
た
も
や

皆
歓
声
を
あ
げ
る
。

　

標
高
が
だ
ん
だ
ん
と

高
く
な
り
寒
原
峠
、
治

部
坂
峠
を
越
し
て
平
谷

村
の
集
落
に
入
る
。

家
々
に
植
え
ら
れ
た
花

桃
や
沿
道
の
花
桃
並
木

　

町
会
の
公
民
館
活
動
と
し
て
毎

年
秋
に
行
楽
を
兼
ね
て
町
内
の
親

睦
を
深
め
る
企
画
を
し
て
き
て
い

る
が
、
老
齢
化
が
進
む
中
、
昨
年

は
思
う
よ
う
に
募
れ
ず
、
三
月
に

昼
食
会
を
持
っ
た
の
み
で
あ
っ

た
。

　

そ
こ
で
今
年
は
活
動
を
活
発
化

ツ
ジ
の
間
の
小
路
を
散
策
す
る
。

近
く
に
は
国
の
重
要
文
化
財
の
木

の
吊
り
橋
「
桃
介
橋
」
も
あ
る
。

　

16
時
、
現
地
を
出
発
。
途
中
「
大

桑
道
の
駅
」
に
て
買
物
。
奈
良
井

を
通
過
中
、
人
家
の
あ
る
空
地
に

十
数
匹
の
猿
が
い
て
驚
い
た
。

　

木
曽
路
の
陽
光
は
陰
る
が
、
松

本
平
は
ま
だ
ま
だ
。

　

18
時
、
無
事
到
着
。

　

楽
し
い
一
日
の
旅
は
終
わ
っ

た
。 

眺
め
、
堪
能
し
た
と
こ
ろ
で
、
帰

路
に
つ
い
た
。

　

最
後
は
喫
茶
店
に
寄
り
、
さ
ら

に
話
の
花
を
咲
か
せ
、
大
い
に
町

内
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。　

　

秋
に
は
多
く
の
参
加
者
が
得
ら

れ
る
企
画
を
し
、
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

1,459世帯

2,750人

1,272人

1,478人
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域
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

地
域
づ
く
り
と
い
う
大
き
な
枠
組

み
の
中
で
「
第
二
地
区
い
つ
も
元

気
で
ニ
コ
ニ
コ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
公
民

館
、
福
祉
ひ
ろ
ば
が
一
体
と
な
っ

て
第
二
地
区
の
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

難
し
気
な
話
を
す
れ
ば
…
団
塊

の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２

０
２
５
年
頃
に
は
超
少
子
高
齢
型

人
口
減
少
社
会
の
訪
れ
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
３
０
年
に
は
、
３
人
に
１

人
が
高
齢
者
と
な
り
、
単
身
世
帯

が
約
４
割
に
増
加
す
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
孤
立
死
、
空
き
家
、
防

災
体
制
等
、
様
々
な
地
域
課
題
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
将
来
の
不
安
を
乗
り
越

え
る
地
域
づ
く
り
（
安
心
し
て
、

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い

地
域
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
課
題
を

解
決
し
て
い
く
活
動
や
取
組
み
）

を
支
援
し
て
い
く
拠
点
と
し
て
設

置
さ
れ
た
の
が
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
す
。
…
と
い
う
よ
う
な
こ

と
な
の
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
一
朝

一
夕
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
、
小
さ
な
こ
と
か

ら
で
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
声

か
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

と
公
民
館
、
福
祉
ひ
ろ
ば
と
の
関

係
が
分
か
り
に
く
い
と
の
お
話
も

あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
基
本
的
に

は
公
民
館
は
学
習
、
福
祉
ひ
ろ
ば

は
福
祉
を
分
野
と
し
て
事
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
地

　

準
備
職
員
と
し
て
こ
の
地
区
に

お
邪
魔
し
て
一
年
に
な
り
ま
し
た

が
、
い
よ
い
よ
こ
の
４
月
に
「
第

二
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

が
設
置
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
長
と
い

う
肩
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
あ
の
奥
に
座
っ
て
る
人
は
何

す
る
人
？
」
と
い
う
声
も
ち
ら
ほ

ら
で
す
が
、
何
を
す
る
人
か
と
い

わ
れ
れ
ば
、
地
域
の
困
り
ご
と
を

ど
う
や
っ
て
解
決
し
て
い
け
ば
い

い
の
か
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
考

え
て
い
く
人
で
す
。

　

昔
、
子
供
の
頃
、

70
才
程
の
老
爺
を
見

る
と
「
こ
れ
が
仙
人

だ
」
と
思
っ
た
も
の

だ
。
無
理
も
な
い
。
人

生
50
年
の
時
代
だ
っ

た
か
ら
。
今
は
も
う

人
生
80
年
の
時
代
に

な
っ
た
。

　

朝
、
新
聞
を
読
む
時
、
欠
か
せ

な
い
の
が
「
お
く
や
み
欄
」
だ
。

こ
れ
で
い
い
と
い
う
年
令
は
勿
論

な
い
が
、
100
才
前
後
の
方
々
が
い

て
「
老
衰
の
た
め
」
と
あ
る
と
何

故
か
ほ
っ
と
す
る
。
木
々
が
年
を

重
ね
朽
ち
て
自
然
に
還
る
よ
う
に

人
生
を
全
う
し
た
の
だ
と
思
う
。

そ
れ
が
60
代
や
70
代
で
「
病
気
療

養
中
の
と
こ
ろ
」
と
あ
る
と
本
当

に
口
惜
し
く
な
る
。
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
の
人
生
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　

そ
の
う
ち
に
寿
命
が
延
び
て
人

生
90
年
と
い
う
時
代
が
く
る
か
も

し
れ
な
い
。
け
れ
ど
自
立
し
て
生

活
で
き
る
健
康
寿
命
こ
そ
が
望
ま

れ
る
。
そ
の
時
、
年
金
や
後
期
高

齢
者
保
険
や
介
護
施
設
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
現
に
今
、
年

金
の
減
額
、
消
費
税
率
増
に
よ
る

諸
料
金
や
物
価
の
値
上
げ
等
と
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　

テ
レ
ビ
で
、
引
き
取
り
手
の
な

い
老
犬
が
殺
処
理
場
へ
連
れ
て
い

か
れ
ま
い
と
必
死
に
足
を
踏
ん
張

っ
て
抵
抗
し
て
い
る
姿
を
見
て
、

思
わ
ず
高
齢
者
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ

プ
し
て
し
ま
っ
た
。　
　

（
深
澤
）

センターのイメージ図

セ
ン
タ
ー
長

船
坂
　
義
明

第
二
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
発
足
に
あ
た
っ
て

■

町
会
長

　
南
源
地
　
　
　
　
　
秋
山
　
博
見

　
北
源
地
　
　
　
　
　
佐
藤
　
文
彦

　
梅
ケ
枝
町
　
　
　
　
降
籏
　
勝
一

　
長
沢
町
　
　
　
　
　
木
下
　
眞
吾

　
錦
　
町
　
　
　
　
　
靑
柳
　
孝
明

　
栄
　
町
　
　
　
　
　
竹
平
　
隆
一

　
常
盤
町
　
　
　
　
◎
杉
浦
　
　
勝

　
中
条
東
１
　
　
　
　
小
林
　
進
一

　
中
条
東
２
　
　
　
○
井
野
根
　
修

　
中
条
東
３
　
　
　
　
横
山
　
知
充

　
中
条
東
４
　
　
　
　
清
水
　
一
宏

　
向
　
島
　
　
　
　
　
腰
原
　
春
郎

　
宮
村
町
１
丁
目
　
　
伴
　
　
吉
宏

　
宮
村
町
２
丁
目
　
　
小
林
　
九
雄

　
天
神
南
小
池
町
　
　
高
根
　
　
基

　
飯
田
町
１
丁
目
　
○
大
塚
　
敏
正

　
飯
田
町
２
丁
目
　
　
戸
田
　
喜
章

　
小
池
町
　
　
　
　
　
小
林
　
正
一

（
◎
会
長  

○
同
副
）

平
成
二
十
六
年
度

■ 

町
内
公
民
館
長

　
南
源
地
　
　
　
　
　
茅
野
　
幸
隆

　
北
源
地
　
　
　
　
　
筒
井
　
完
次

　
梅
ケ
枝
町
　
　
　
◎
中
嶋
　
弘
壽

　
長
沢
町
　
　
　
　
　
小
林
寿
美
子

　
錦
　
町
　
　
　
　
　
石
井
　
博
志

　
栄
　
町
　
　
　
　
　
瀧
沢
　
吉
孝

　
常
盤
町
　
　
　
　
　
小
穴
　
隆
一

　
中
条
東
１
　
　
　
　
丸
山
　
直
道

　
中
条
東
２
　
　
　
　
松
宗
佳
代
子

　
中
条
東
３
　
　
　
　
青
柳
　
　
茂

　
中
条
東
４
　
　
　
　
横
山
　
和
美

　
向
　
島
　
　
　
　
　
福
田
　
守
孝

　
宮
村
町
１
丁
目
　
　
小
林
　
寛
也

　
宮
村
町
２
丁
目
　
　
小
林
　
敬
司

　
天
神
南
小
池
町
　
　
中
野
　
勝
由

　
飯
田
町
１
丁
目
　
　
百
瀬
　
貞
夫

　
飯
田
町
２
丁
目
　
○
林
　
田
鶴
子

　
小
池
町
　
　
　
　
　
小
松
　
有
司

■ 

福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会

　
会
　
長
　
　
　
　
　
井
野
根
　
修

　
副
会
長
　
　
　
　
　
松
田
　
妙
子

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
根
本
二
三
子

　
会
　
計
　
　
　
　
　
靑
柳
　
孝
明

■ 

職
員
関
係

◇
第
二
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
長
　
　
　
船
坂
　
義
明

　

（
館
長
補
佐
）

◇
第
二
地
区
公
民
館

　
館
　
　
長
　
　
　
　
関
口
　
隆
男

　
主
　
　
事
　
　
　
　
棚
橋
　
輝
彦

　
事
務
職
員
　
　
　
　
笠
原
久
美
枝

　
　
　

〃
　

　
　
　
　
　
上
條
　
和
美

◇
福
祉
ひ
ろ
ば

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
西
　
　
弘
子

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
祖
父
江
律
子

■ 
公
民
館
五
部
門
委
員

　
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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